
　平成22年４月から11月末までに、本市におい
て事故やけがで治療を受けたかたの受傷の原因
は、交通事故が最も多く、次に転倒による事故
が多くなっています（図１参照）。
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今日も無事でいてほしい みんなでつくる安全安心とわだセーフコミュニティ

　転倒事故による受傷の状況を年代別に見ると、男女ともに
70歳以上のかたに多く発生しています（図２参照）。転倒す
ると、反射的に手をついて体を支えようとするため、手首を
骨折する場合があります。高齢者の場合、大腿骨や腰部を骨
折することがあり、歩行障害や寝たきり（要介護）になる傾
向があります。
　また、男女ともに自宅で多く発生しています。

・夜間または起床時、トイレへ移動する際に転倒する。
・飲酒後、玄関や廊下の段差で転倒する。

　転倒事故を防ぐためには、日頃から適度に運動し、筋力の
低下を防ぐことも大切ですが、住宅を見直すことも大切です。
現在の生活に合わせ、年齢を重ねても快適に過ごせるように、
住宅も工夫してみましょう。
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図１　受傷の原因（平成22年11月末現在）

図２　転倒事故発生率（年代別人口1000対）
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・新聞や雑誌類をまとめる、電気コードを固定するなど整理整頓をする。
・階段に滑り止めや足元灯を付ける。
・マットを固定する。
・階段、トイレなどに手すりを付ける。
・玄関や浴室、脱衣所などに椅子を置く。

・家具の角に保護カ
　バーを付ける。
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